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はじめに :食道癌手術は侵襲が大きく,術 後の合併

症の発生率も高い。手術や外傷の後に発生する合併症

の原因の 1つ として,網 内系の機能低下の関与が注 目

されている1),今回,食 道癌症4/1について,術 前術後の

網内系細胞の貪食能を検討したので報告する。

検討 と方法 !昭和63年 1月 より8月 までに当科で切

除術を受けた食道癌14例を対象とした。年齢は51歳か

ら84歳まで平均662歳 であ り,男 女比は1014で あっ

た。癌腫の主占居部位は Ce 2例 ,Iu 2例 ,Im 8例 ,

Ei l例,Ea l例 であ り,10711は開胸手術を 4例 は非開

胸で手術を行った.網 内系機能検査は大田の方法2)に

準じて行った。すなわち, コン ドロイチン硫酸鉄 (ブ

ルタール①)1.75m1/体表面積 (m2)を投与 し,投 与前,

5分後,20分後の血清鉄の濃度を測定,Halpemら 3)の

式を用いて消失率 (K値 )を 求め, これを網内系の貸

食率 とした。測定は術前,第 1, 3, 7,14,21病 日

に行った。

結果 :術前の貪食率の平均は0,0214であ り,太 田の

報告りに比べ低下 していなかったが,高 齢者 (70歳以

上,n=3)で は00175と 軽度低下していた。貴食率の

術後の推移をみると,第 1, 3, 7,14,21病 日の平

均値はそれぞれ00212,0.0247,00264,00270,00362

であり,第 1病 日では術前値 とほぼ同等であったがそ

の後は病 日を経るに従い上昇する傾向がみられ,第 7

病 日には p<0.05,第 21病日には p<001に てそれぞ

れ統計学的に有意差があった(図 1).つ ぎに手術の影

響が最も大きいと思われる第 1病 日の貪食率を各項 目

別に術前値 との百分率で比較 した。まず年齢に関し70

歳以上 と未満では104%(n=3):106%(n=11)と 差

がみられなかった。手術時間に関しては 7時 間以上 と

未満で117%(n=5):100%(n=9),術 中出血量に

関 しては800mlと 未満で104%(n=5):107%(n=

9)で あ り,いずれも両群間で有意の差がみられなかっ

た,術 式別にみると,開 胸手術 と非開胸手術では102%

(n=10):117%(n=4)と 前者が低いが有意の差はな
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図 1 食 道癌術後の網内系機能の変化一コンドロイチ

ン硫酸鉄負荷試験による一

かった.網 内系機能 と密接な関係にある血中エン ドト

キシン値 (Et値)を 合成基質法 (トキシカラー①)に て

測定 し検討 した ところ,第 1病 日の Et値 が10pg/ml

以上の例 と未満の例では貪食率の変化はそれぞれ96%

(n=6)i l13%(n=8)で あり,Et値 が高い例で貴食

率が低い傾向がみられた。また,第 1病 日に貫食率が

上昇した711を下降した4alに分けて術後の肺合併症の発

生率をみると,上 昇例では 8例 中 3例 ,下 降した例で

は 6421中1例 であり,貴 食率が下隆した例で特に肺合

症の発生率が高い傾向はなかった.

まとめ :食道癌症例の術前の網内系機能のひとつと

しての貫食能は,従 来の報告に比べ低下しておらず,

術後の変動でも第 1病 日では術前 と同等であるがその

後は上昇してお り,全 体 として良好に保たれていた。

術後の貴食能の変動 と年齢,手 術侵襲,術 後肺合併症

の発生 との間に有意の関係はみられなかった。

索引用語 :食道癌術前,術後の網内系機能
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